・Aさん（32歳、初産婦）は前置胎盤のため妊娠37週0日の午前10時から帝王切開術を受ける予定である。
手術前日の看護師の対応で適切なのはどれか。
· 1.　浣腸を行う。
· 2.　夕食が禁食となっているか確認する。
· 3.　輸血の準備ができているか確認する。
· 4.　下肢に間欠的空気圧迫装置を装着する。

・正常の分娩経過で正しいのはどれか。
· 1.　第1頭位では右臍棘線上で胎児心音を聴取する。
· 2.　陣痛周期が10分以内になった時点を分娩開始にする。
· 3.　排臨は胎児先進部が陰裂間に常に見えている状態である。
· 4.　分娩第2期は子宮口全開大から胎盤が娩出するまでである。
・適時破水はどれか。
· 1.　分娩開始以前に卵膜が破綻(はたん)したもの。
· 2.　分娩開始直後に破水するもの。
· 3.　子宮口5cm開大のころに破水するもの。
· 4.　子宮口全開大のころに破水するもの。
・Aさん（30歳、初産婦）は、妊娠39週2日で前期破水と診断され入院した。胎児は頭位で臍帯下垂はみられず、胎児心拍数は正常である。

Aさんへの看護師の対応で適切なのはどれか。
· 1.　入浴を勧める。
· 2.　歩行を禁止する。
· 3.　3～4時間ごとに導尿をする。
· 4.　3～4時間ごとに外陰部のパッドを交換する。
・正常の分娩経過で正しいのはどれか。
· 1.　分娩開始は、陣痛が15分間隔に起こった時点とする。
· 2.　発露は、胎児先進部が陰裂間に常に見えている状態である。
· 3.　分娩第2期は、破水から胎児が娩出するまでの期間である。
· 4.　分娩第4期は、胎盤娩出から会陰縫合術の終了までの期間である。
・正常な胎児の分娩機転について正しいのはどれか。
· 1.　分娩開始時、胎児の背中は母体の背側にある。
· 2.　後頭部が先進する。
· 3.　胎児の顔は母体の腹側を向いて娩出される。
· 4.　肩甲横径が骨盤の横径に一致する方向で娩出される。
・正常な胎児の分娩機転について正しいのはどれか。
· 1.　骨盤内嵌入時、胎児の背中は母体の背側にある。
· 2.　胎児の前頭部が先進する。
· 3.　胎児の顔は母体の背側を向いて娩出される。
· 4.　肩甲横径が骨盤の横径に一致する方向で娩出される。
・順調に分娩が進行している産婦から「腟から水っぽいものが流れ、下着が濡れた」と看護師に訴えがあった。流出したものを確認すると、量は少量で、羊水特有の臭いを認めた。

その時の産婦への対応で優先されるのはどれか。
· 1.　更衣を促す。
· 2.　体温を測定する。
· 3.　食事摂取を勧める。
· 4.　胎児心拍数を確認する。
・正常な分娩経過はどれか。
· 1.　骨盤入口部に児頭が進入する際、児の頤部が胸壁に近づく。
· 2.　骨盤出口部に達した時点で、児頭の矢状縫合は母体の骨盤の横径に一致する。
· 3.　児頭娩出後、胎児は肩の長軸が骨盤出口部の横径に一致するよう回旋する。
· 4.　児頭が発露したころに胎盤が剝離する。

・分娩経過が正常な産婦の産痛緩和で適切でないのはどれか。
· 1.　マッサージ法を指導する。
· 2.　産婦と一緒に呼吸法を行う。
· 3.　安静に臥床するよう指導する。
· 4.　腰部の温罨法を行う。
・正常に経過している分娩第1期の産婦への説明で適切なのはどれか。
· 1.　「食事は摂(と)らないようにしてください」
· 2.　「ベッド上で安静にしていてください」
· 3.　「2、3時間に1回は排尿をしてください」
· 4.　「眠気を感じても眠らないようにしてください」
・
